
3令和4年1月

豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会
豊田地区

上小口地区

河北地区

中小口地区

河北木遣保存会

上小口伝統芸能保存会

中小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会
　
　

　

26
名

宮
田
和
美
さ
ん

河
北
学
供

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
練
習

は
休
止
中

　
　
　
　

平
成
４
年
、
河
北
神
明
社
の
建
立

を
記
念
し
て
、
河
北
交
友
会
を
母
体
と
し
、

地
域
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
誘
い
合
っ
て

結
成
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）、
大
口
北
小
「
ふ
る
さ
と
大
口
・
お

祭
り
た
い
け
ん
広
場
」（
11
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
万
博
お
お
ぐ
ち
D
A
Y
（
平
成
17
年
）、

稲
沢
市
国
府
宮
裸
祭
り
大
口
奉
賛
会
大
鏡
餅
奉
納
（
平
成
18
年
）、

大
口
中
学
校
校
舎
新
築
完
成
式
典
（
平

成
20
年
）、
松
江
市
堀
尾
吉
晴
公
銅
像

完
成
記
念
式
典
（
平
成
25
年
）、
松
江

市
政
10
周
年
記
念
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
平
成
27
年
）

　
　
　

12
名

　
吉
森
文
夫
さ
ん

上
小
口
学
供

毎
月
第
１
・
第
３
日

曜
日　

午
後
７
時
か

ら
９
時
（
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
休
止
中
で
し
た
が
11

月
よ
り
再
開
）

　
　
　
　

昔
か
ら
上
小
口
に
伝
わ
る
獅
子

屋
形
で
す
が
、
町
制
40
周
年
を
記
念
し
上

小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

輪
く
ぐ
り
（
７
月
）、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・
地
区
の
祭
り
（
10
月
）、

御
神
送
り
・
御
神
迎
え
（
11
月
か
ら
12
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
町
制
40
周
年
の
翌
年
（
平
成
15
年
）
の
６
月
、

N
H
K
夕
方
の
番
組
に
大
口
町
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
際
N
H
K
ホ
ー

ル
に
て
獅
子
屋
形
の
引
き
回
し
と
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
　
　

12
名

　
　
　

安
藤
邦
彦
さ
ん

中
小
口
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

毎
月
第
一
日
曜
日
、
発
表

会
前
１
か
月
半
前
か
ら
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら

９
時

　
　
　
　
　

　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会

（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・

地
区
の
祭
り
（
10
月
）
の

ほ
か
、
歳
旦
祭
、
家
祈
祷
、

厄
除
祭
、
月
次
祭
、
祈
年

祭
、
水
神
祭
、
夏
越
の
神

事
（
輪
く
ぐ
り
）、
神
輿
祓

い
、
例
大
祭
、
新
嘗
祭

大
縣
神
社
（
犬
山
市
）
の

初
恵
比
寿
祭
に
参
加

　
　
　

14
名

　
　

　

社
本
亘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
剱
社
社
務
所　

お
祭
り
の
１
か
月
前
か
ら　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
７
時
か
９
時

　
　
　

　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
53
年
、
獅
子
神
楽
の
奉
納
と
氏
子
の

繁
栄
を
祈
願
す
る
目
的
で
、
堀
尾
顕
彰
会

と
八
剱
社
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
再
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
年
の
お
囃
子
（
元
旦
、

八
剱
社
）、　

金
助
桜
ま
つ
り
（
４
月
）※

集
会
所
６
か
所
他
を
巡
行
、

秋
の
大
祭
（
10
月
）※

区
内
５
か
所
を
巡
行

　
　
　
　
　
　
　
　
「
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
月
）」

子
ど
も
会
を
通
じ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
堀
尾
跡
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し

た
。「
獅
子
屋
形
を
改
造（
平
成
29
年
）」結
成
当
初
は
社
本
悦
郎
さ
ん（
元

大
口
町
長
、
初
代
名
誉
町
民
）
が
寄
贈
し
た
獅
子
屋
形
で
し
た
が
、
結

成
40
周
年
を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

　
　
　

14
名

　
　
　

社
本
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さ
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１
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後

７
時
か
ら
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時

　
　
　
　

一
時
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ま
し
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、
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和
53
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、
獅
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。
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４
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６
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を

巡
行
、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
『
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
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、
当
日
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獅
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改
造（
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29
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成
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初
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本
鋭
郎
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元
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町
長
、
初
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名
誉
町
民
）
が
寄
贈
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た
獅
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屋
形
で
し
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が
、
結

成
40
周
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を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
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て

く
だ
さ
い
ま
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た
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先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
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会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
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思
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行
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会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち　

　
主
な
年
間
行
事　

思
い
出
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加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間

　
主
な
年
間
行
事

　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間
　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事
　

思
い
出
の
参
加
行
事

大
口
町
の
伝
統
芸
能

大
口
町
の
伝
統
芸
能

次
世
代
に
受
け
継
ぐ
②

保存会では、男女問わず、
大人から子どもまで
伝統芸能に関心の
ある方を募集しています
問合せ先
大口町歴史民俗資料館
蘂 94-0055

　

前
号
に
引
き
続
き
、
大
口
町
の
伝
統
芸

能
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
。
一
方
で
伝

統
芸
能
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
「
担
い
手
」
の
確
保
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ま
ず
は
、
存
在
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
の
良
さ
を
間
近
で
見
て
共
感
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
毎
年
秋
に
、
大
口
北
小
学

校
と
大
口
町
伝
統
芸
能
保
存
会
の
共
催

で
、
３
年
生
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
大
口

お
祭
り
た
い
け
ん
広
場
」
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
は
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
例
年
の
３
団
体
（
上
小
口
伝
統
工
芸
保

存
会
・
中
小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
・
河
北

木
遣
保
存
会
）
が
、
個
別
で
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て
、
体
験
や
見
学
の
場
を
設
け
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

　

11
月
５
日
（
金
）、
北
小
学
校
体
育
館
で
、
河

北
木
遣
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
木
遣
り
を
披
露
し
、
実
際
に
道
具
を

触
っ
て
み
た
り
音
を
出
し
て
み
た
り
し
て
、
こ
の

地
域
に
伝
わ
る
珍
し
く
貴
重
な
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ…

　

皆
さ
ん
が
住

む
愛
知
県
に
は
立
派
な
城
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。『
木
遣
り
』
は
、
江
戸
時
代
、
こ
の
地
に
住

む
お
殿
様
が
お
城
や
お
寺
を
建
て
る
た
め
、
木
曽

の
山
奥
か
ら
大
き
く
て
重
い
『
心
柱
』
を
運
ん
で

く
る
と
き
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に

唄
っ
た
「
木
引
き
」
が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
河
北
木
遣
保
存
会
代
表
の
宮
田
さ
ん
。「
采
と

呼
ば
れ
る
棒
を
振
り
、
御
神
木
を
か
つ
ぐ
人
た
ち

の
音
頭
取
り
を
し
ま
す
。
前
進
し
た
り
腰
を
落
と

し
た
り
、
結
構
難
し
い
ん
だ
よ
」
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
で
す
。
拍
子
木
を
打
つ
音
の
大
き
さ
に

も
び
っ
く
り
。
桜
の
木
で
で
き
て
い
て
、
体
育
館

の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る
澄
ん
だ
音
が
し
ま
す
。
実

際
に
た
た
い
て
み
た
子
ど
も
か
ら
は
「
け
っ
こ
う

重
い
！
」
と
い
う
感
想
が
。

　

北
小
学
校
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
行

事
に
つ
い
て
、
３
年
生
担
当
の
戸
嶋
俊
教
諭
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
広
場
で
初
め
て
拍
子
木

や
獅
子
屋
形
を
目
に
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化

を
実
際
に
目
に
し
、
音
や
形
の
美
し
さ
に
興
味
を

持
つ
と
同
時
に
『
伝
統
文
化
を
引
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
』
を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
想
文
の
中
に
、『
お

ま
つ
り
に
参
加
し
て
み
た
い
、
お
ま
つ
り
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
』と
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
意
義
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
子
が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

ど
ん
な
文
化
や
名
物
が
あ
る
の
か
を
深
く
知
っ

て
、
ま
す
ま
す
大
口
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
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た
ち
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末
永
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思
い

出
と
し
て
残
る
こ
と
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期
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し
て
お
ら
れ
ま
生
え

て
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く
こ
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っ
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お
ら
れ
ま
し
た
。
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５
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澄
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。
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に
興
味
を

持
つ
と
同
時
に
『
伝
統
文
化
を
引
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
』
を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
想
文
の
中
に
、『
お

ま
つ
り
に
参
加
し
て
み
た
い
、
お
ま
つ
り
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
』と
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
意
義
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
子
が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

ど
ん
な
文
化
や
名
物
が
あ
る
の
か
を
深
く
知
っ

て
、
ま
す
ま
す
大
口
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
末
永
く
思
い
出

と
し
て
残
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
さ
ん
も
、「
行
事
の
後
に
も
ら
う
感
想
文

が
う
れ
し
い
で
す
。
拍
子
木
を
打
っ
た
り
御
神
木

を
か
つ
い
だ
り
し
て
、
そ
の
重
さ
に
び
っ
く
り
し

た
と
い
う
感
想
が
一
番
多
い
で
す
。
や
は
り
実
際

に
目
で
見
て
体
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

と
な
っ
て
記
憶
で
つ
な
い
で
い
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語

り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
や
、

ふ
る
さ
と
に
伝
わ
る
文
化
を
愛
す
る
気
持
ち
が
芽

生
え
て
根
付
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ざ
い

し
ん
ば
し
ら

ひ
ょ
う
し
ぎ

し
し
や
か
た

き
や
り

み
こ
し
ば
ら

に
い
な
め
さ
い

や
ぎ
と
う

▲春の伝統芸能発表会（堀尾跡公園）▲秋の伝統芸能発表会（小口城趾公園）

▲北小学校 3年生の体験学習▲当時のいきさつが書かれた板木
▲金助桜まつり（八剱社）

▲柏子木

▲御神木

家
祈
祷”

の
読
み
方
と
例
文 - 

ふ
り
が
な
文
庫

きやり

し し ばやし



4 令和4年1月

豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会
豊田地区

上小口地区

河北地区

中小口地区

河北木遣保存会

上小口伝統芸能保存会

中小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会
　
　

　

26
名

宮
田
和
美
さ
ん

河
北
学
供

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
練
習

は
休
止
中

　
　
　
　

平
成
４
年
、
河
北
神
明
社
の
建
立

を
記
念
し
て
、
河
北
交
友
会
を
母
体
と
し
、

地
域
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
誘
い
合
っ
て

結
成
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）、
大
口
北
小
「
ふ
る
さ
と
大
口
・
お

祭
り
た
い
け
ん
広
場
」（
11
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
万
博
お
お
ぐ
ち
D
A
Y
（
平
成
17
年
）、

稲
沢
市
国
府
宮
裸
祭
り
大
口
奉
賛
会
大
鏡
餅
奉
納
（
平
成
18
年
）、

大
口
中
学
校
校
舎
新
築
完
成
式
典
（
平

成
20
年
）、
松
江
市
堀
尾
吉
晴
公
銅
像

完
成
記
念
式
典
（
平
成
25
年
）、
松
江

市
政
10
周
年
記
念
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
平
成
27
年
）

　
　
　

12
名

　
吉
森
文
夫
さ
ん

上
小
口
学
供

毎
月
第
１
・
第
３
日

曜
日　

午
後
７
時
か

ら
９
時
（
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
休
止
中
で
し
た
が
11

月
よ
り
再
開
）

　
　
　
　

昔
か
ら
上
小
口
に
伝
わ
る
獅
子

屋
形
で
す
が
、
町
制
40
周
年
を
記
念
し
上

小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

輪
く
ぐ
り
（
７
月
）、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・
地
区
の
祭
り
（
10
月
）、

御
神
送
り
・
御
神
迎
え
（
11
月
か
ら
12
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
町
制
40
周
年
の
翌
年
（
平
成
15
年
）
の
６
月
、

N
H
K
夕
方
の
番
組
に
大
口
町
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
際
N
H
K
ホ
ー

ル
に
て
獅
子
屋
形
の
引
き
回
し
と
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
　
　

12
名

　
　
　

安
藤
邦
彦
さ
ん

中
小
口
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

毎
月
第
一
日
曜
日
、
発
表

会
前
１
か
月
半
前
か
ら
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら

９
時

　
　
　
　
　

　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会

（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・

地
区
の
祭
り
（
10
月
）
の

ほ
か
、
歳
旦
祭
、
家
祈
祷
、

厄
除
祭
、
月
次
祭
、
祈
年

祭
、
水
神
祭
、
夏
越
の
神

事
（
輪
く
ぐ
り
）、
神
輿
祓

い
、
例
大
祭
、
新
嘗
祭

大
縣
神
社
（
犬
山
市
）
の

初
恵
比
寿
祭
に
参
加

　
　
　

14
名

　
　

　

社
本
亘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
剱
社
社
務
所　

お
祭
り
の
１
か
月
前
か
ら　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
７
時
か
９
時

　
　
　

　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
53
年
、
獅
子
神
楽
の
奉
納
と
氏
子
の

繁
栄
を
祈
願
す
る
目
的
で
、
堀
尾
顕
彰
会

と
八
剱
社
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
再
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
年
の
お
囃
子
（
元
旦
、

八
剱
社
）、　

金
助
桜
ま
つ
り
（
４
月
）※

集
会
所
６
か
所
他
を
巡
行
、

秋
の
大
祭
（
10
月
）※

区
内
５
か
所
を
巡
行

　
　
　
　
　
　
　
　
「
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
月
）」

子
ど
も
会
を
通
じ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
堀
尾
跡
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し

た
。「
獅
子
屋
形
を
改
造（
平
成
29
年
）」結
成
当
初
は
社
本
悦
郎
さ
ん（
元

大
口
町
長
、
初
代
名
誉
町
民
）
が
寄
贈
し
た
獅
子
屋
形
で
し
た
が
、
結

成
40
周
年
を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

　
　
　

14
名

　
　
　

社
本
亘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
剱
社
社
務
所　

お

祭
り
の
１
か
月
前
か
ら　

毎
週
土
曜
日
午
後

７
時
か
ら
９
時

　
　
　
　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
53
年
、
獅
子
神
楽
の
奉
納
と
氏
子
の
繁
栄

を
祈
願
す
る
目
的
で
、
堀
尾
顕
彰
会
と
八
剱

社
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
年
の
お
囃
子
（
元
旦
、
八

剱
社
）、　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）※

集

会
所
６
か
所
等
を
巡
行
、
秋
の
大
祭
（
10
月
）※

区
内
５
か
所
等
を

巡
行
、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
『
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
月
）』

子
ど
も
会
を
通
じ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
堀
尾
跡
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し

た
。『
獅
子
屋
形
を
改
造（
平
成
29
年
）』結
成
当
初
は
社
本
鋭
郎
さ
ん（
元

大
口
町
長
、
初
代
名
誉
町
民
）
が
寄
贈
し
た
獅
子
屋
形
で
し
た
が
、
結

成
40
周
年
を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち　

　
主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち　

　
主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間

　
主
な
年
間
行
事

　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間
　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事
　

思
い
出
の
参
加
行
事

大
口
町
の
伝
統
芸
能

大
口
町
の
伝
統
芸
能

次
世
代
に
受
け
継
ぐ
②

保存会では、男女問わず、
大人から子どもまで
伝統芸能に関心の
ある方を募集しています
問合せ先
大口町歴史民俗資料館
蘂 94-0055

　

前
号
に
引
き
続
き
、
大
口
町
の
伝
統
芸

能
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
。
一
方
で
伝

統
芸
能
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
「
担
い
手
」
の
確
保
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ま
ず
は
、
存
在
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
の
良
さ
を
間
近
で
見
て
共
感
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
毎
年
秋
に
、
大
口
北
小
学

校
と
大
口
町
伝
統
芸
能
保
存
会
の
共
催

で
、
３
年
生
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
大
口

お
祭
り
た
い
け
ん
広
場
」
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
は
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
例
年
の
３
団
体
（
上
小
口
伝
統
工
芸
保

存
会
・
中
小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
・
河
北

木
遣
保
存
会
）
が
、
個
別
で
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て
、
体
験
や
見
学
の
場
を
設
け
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

　

11
月
５
日
（
金
）、
北
小
学
校
体
育
館
で
、
河

北
木
遣
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
木
遣
り
を
披
露
し
、
実
際
に
道
具
を

触
っ
て
み
た
り
音
を
出
し
て
み
た
り
し
て
、
こ
の

地
域
に
伝
わ
る
珍
し
く
貴
重
な
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ…

　

皆
さ
ん
が
住

む
愛
知
県
に
は
立
派
な
城
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。『
木
遣
り
』
は
、
江
戸
時
代
、
こ
の
地
に
住

む
お
殿
様
が
お
城
や
お
寺
を
建
て
る
た
め
、
木
曽

の
山
奥
か
ら
大
き
く
て
重
い
『
心
柱
』
を
運
ん
で

く
る
と
き
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に

唄
っ
た
「
木
引
き
」
が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
河
北
木
遣
保
存
会
代
表
の
宮
田
さ
ん
。「
采
と

呼
ば
れ
る
棒
を
振
り
、
御
神
木
を
か
つ
ぐ
人
た
ち

の
音
頭
取
り
を
し
ま
す
。
前
進
し
た
り
腰
を
落
と

し
た
り
、
結
構
難
し
い
ん
だ
よ
」
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
で
す
。
拍
子
木
を
打
つ
音
の
大
き
さ
に

も
び
っ
く
り
。
桜
の
木
で
で
き
て
い
て
、
体
育
館

の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る
澄
ん
だ
音
が
し
ま
す
。
実

際
に
た
た
い
て
み
た
子
ど
も
か
ら
は
「
け
っ
こ
う

重
い
！
」
と
い
う
感
想
が
。

　

北
小
学
校
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
行

事
に
つ
い
て
、
３
年
生
担
当
の
戸
嶋
俊
教
諭
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
広
場
で
初
め
て
拍
子
木

や
獅
子
屋
形
を
目
に
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化

を
実
際
に
目
に
し
、
音
や
形
の
美
し
さ
に
興
味
を

持
つ
と
同
時
に
『
伝
統
文
化
を
引
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
』
を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
想
文
の
中
に
、『
お

ま
つ
り
に
参
加
し
て
み
た
い
、
お
ま
つ
り
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
』と
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
意
義
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
子
が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

ど
ん
な
文
化
や
名
物
が
あ
る
の
か
を
深
く
知
っ

て
、
ま
す
ま
す
大
口
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
末
永
く
思
い

出
と
し
て
残
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
生
え

て
根
付
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

　

11
月
５
日
（
金
）、
北
小
学
校
体
育
館
で
、
河

北
木
遣
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
木
遣
り
を
披
露
し
、
実
際
に
道
具
を

触
っ
て
み
た
り
音
を
出
し
て
み
た
り
し
て
、
こ
の

地
域
に
伝
わ
る
珍
し
く
貴
重
な
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ…

　

皆
さ
ん
が
住

む
愛
知
県
に
は
立
派
な
城
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。『
木
遣
り
』
は
、
江
戸
時
代
、
こ
の
地
に
住

む
お
殿
様
が
お
城
や
お
寺
を
建
て
る
た
め
、
木
曽

の
山
奥
か
ら
大
き
く
て
重
い
『
心
柱
』
を
運
ん
で

く
る
と
き
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に

唄
っ
た
「
木
引
き
」
が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
河
北
木
遣
保
存
会
代
表
の
宮
田
さ
ん
。「
采
と

呼
ば
れ
る
棒
を
振
り
、
御
神
木
を
か
つ
ぐ
人
た
ち

の
音
頭
取
り
を
し
ま
す
。
前
進
し
た
り
腰
を
落
と

し
た
り
、
結
構
難
し
い
ん
だ
よ
」
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
で
す
。
拍
子
木
を
打
つ
音
の
大
き
さ
に

も
び
っ
く
り
。
桜
の
木
で
で
き
て
い
て
、
体
育
館

の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る
澄
ん
だ
音
が
し
ま
す
。
実

際
に
た
た
い
て
み
た
子
ど
も
か
ら
は
「
け
っ
こ
う

重
い
！
」
と
い
う
感
想
が
。

　

北
小
学
校
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
行

事
に
つ
い
て
、
３
年
生
担
当
の
戸
嶋
俊
教
諭
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
広
場
で
初
め
て
拍
子
木

や
獅
子
屋
形
を
目
に
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化

を
実
際
に
目
に
し
、
音
や
形
の
美
し
さ
に
興
味
を

持
つ
と
同
時
に
『
伝
統
文
化
を
引
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
』
を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
想
文
の
中
に
、『
お

ま
つ
り
に
参
加
し
て
み
た
い
、
お
ま
つ
り
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
』と
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
意
義
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
子
が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

ど
ん
な
文
化
や
名
物
が
あ
る
の
か
を
深
く
知
っ

て
、
ま
す
ま
す
大
口
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
末
永
く
思
い
出

と
し
て
残
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
さ
ん
も
、「
行
事
の
後
に
も
ら
う
感
想
文

が
う
れ
し
い
で
す
。
拍
子
木
を
打
っ
た
り
御
神
木

を
か
つ
い
だ
り
し
て
、
そ
の
重
さ
に
び
っ
く
り
し

た
と
い
う
感
想
が
一
番
多
い
で
す
。
や
は
り
実
際

に
目
で
見
て
体
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

と
な
っ
て
記
憶
で
つ
な
い
で
い
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語

り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
や
、

ふ
る
さ
と
に
伝
わ
る
文
化
を
愛
す
る
気
持
ち
が
芽

生
え
て
根
付
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ざ
い

し
ん
ば
し
ら

ひ
ょ
う
し
ぎ

し
し
や
か
た

き
や
り

み
こ
し
ば
ら

に
い
な
め
さ
い

や
ぎ
と
う

▲春の伝統芸能発表会（堀尾跡公園）▲秋の伝統芸能発表会（小口城趾公園）

▲北小学校 3年生の体験学習▲当時のいきさつが書かれた板木
▲金助桜まつり（八剱社）

▲柏子木

▲御神木

家
祈
祷”

の
読
み
方
と
例
文 - 

ふ
り
が
な
文
庫

きやり

し し ばやし
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豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会
豊田地区

上小口地区

河北地区

中小口地区

河北木遣保存会

上小口伝統芸能保存会

中小口伝統芸能保存会

豊田獅子囃子保存会

河北木遣保存会

中小口伝統芸能保存会

上小口伝統芸能保存会
　
　

　

26
名

宮
田
和
美
さ
ん

河
北
学
供

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
練
習

は
休
止
中

　
　
　
　

平
成
４
年
、
河
北
神
明
社
の
建
立

を
記
念
し
て
、
河
北
交
友
会
を
母
体
と
し
、

地
域
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
誘
い
合
っ
て

結
成
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）、
大
口
北
小
「
ふ
る
さ
と
大
口
・
お

祭
り
た
い
け
ん
広
場
」（
11
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
万
博
お
お
ぐ
ち
D
A
Y
（
平
成
17
年
）、

稲
沢
市
国
府
宮
裸
祭
り
大
口
奉
賛
会
大
鏡
餅
奉
納
（
平
成
18
年
）、

大
口
中
学
校
校
舎
新
築
完
成
式
典
（
平

成
20
年
）、
松
江
市
堀
尾
吉
晴
公
銅
像

完
成
記
念
式
典
（
平
成
25
年
）、
松
江

市
政
10
周
年
記
念
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
平
成
27
年
）

　
　
　

12
名

　
吉
森
文
夫
さ
ん

上
小
口
学
供

毎
月
第
１
・
第
３
日

曜
日　

午
後
７
時
か

ら
９
時
（
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
休
止
中
で
し
た
が
11

月
よ
り
再
開
）

　
　
　
　

昔
か
ら
上
小
口
に
伝
わ
る
獅
子

屋
形
で
す
が
、
町
制
40
周
年
を
記
念
し
上

小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

輪
く
ぐ
り
（
７
月
）、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・
地
区
の
祭
り
（
10
月
）、

御
神
送
り
・
御
神
迎
え
（
11
月
か
ら
12
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
町
制
40
周
年
の
翌
年
（
平
成
15
年
）
の
６
月
、

N
H
K
夕
方
の
番
組
に
大
口
町
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
際
N
H
K
ホ
ー

ル
に
て
獅
子
屋
形
の
引
き
回
し
と
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
　
　

12
名

　
　
　

安
藤
邦
彦
さ
ん

中
小
口
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

毎
月
第
一
日
曜
日
、
発
表

会
前
１
か
月
半
前
か
ら
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら

９
時

　
　
　
　
　

　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会

（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）、

秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
・

地
区
の
祭
り
（
10
月
）
の

ほ
か
、
歳
旦
祭
、
家
祈
祷
、

厄
除
祭
、
月
次
祭
、
祈
年

祭
、
水
神
祭
、
夏
越
の
神

事
（
輪
く
ぐ
り
）、
神
輿
祓

い
、
例
大
祭
、
新
嘗
祭

大
縣
神
社
（
犬
山
市
）
の

初
恵
比
寿
祭
に
参
加

　
　
　

14
名

　
　

　

社
本
亘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
剱
社
社
務
所　

お
祭
り
の
１
か
月
前
か
ら　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
７
時
か
９
時

　
　
　

　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
53
年
、
獅
子
神
楽
の
奉
納
と
氏
子
の

繁
栄
を
祈
願
す
る
目
的
で
、
堀
尾
顕
彰
会

と
八
剱
社
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
再
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
年
の
お
囃
子
（
元
旦
、

八
剱
社
）、　

金
助
桜
ま
つ
り
（
４
月
）※

集
会
所
６
か
所
他
を
巡
行
、

秋
の
大
祭
（
10
月
）※

区
内
５
か
所
を
巡
行

　
　
　
　
　
　
　
　
「
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
月
）」

子
ど
も
会
を
通
じ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
堀
尾
跡
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し

た
。「
獅
子
屋
形
を
改
造（
平
成
29
年
）」結
成
当
初
は
社
本
悦
郎
さ
ん（
元

大
口
町
長
、
初
代
名
誉
町
民
）
が
寄
贈
し
た
獅
子
屋
形
で
し
た
が
、
結

成
40
周
年
を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

　
　
　

14
名

　
　
　

社
本
亘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
剱
社
社
務
所　

お

祭
り
の
１
か
月
前
か
ら　

毎
週
土
曜
日
午
後

７
時
か
ら
９
時

　
　
　
　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
53
年
、
獅
子
神
楽
の
奉
納
と
氏
子
の
繁
栄

を
祈
願
す
る
目
的
で
、
堀
尾
顕
彰
会
と
八
剱

社
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

新
年
の
お
囃
子
（
元
旦
、
八

剱
社
）、　

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
金
助
桜
ま
つ
り
）（
４
月
）※

集

会
所
６
か
所
等
を
巡
行
、
秋
の
大
祭
（
10
月
）※

区
内
５
か
所
等
を

巡
行
、
秋
の
伝
統
芸
能
発
表
会
（
10
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
『
裁
断
橋
復
元
の
記
念
事
業
（
平
成
８
年
４
月
）』

子
ど
も
会
を
通
じ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
重
ね
、
当
日
は
堀
尾
跡
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
し

た
。『
獅
子
屋
形
を
改
造（
平
成
29
年
）』結
成
当
初
は
社
本
鋭
郎
さ
ん（
元

大
口
町
長
、
初
代
名
誉
町
民
）
が
寄
贈
し
た
獅
子
屋
形
で
し
た
が
、
結

成
40
周
年
を
記
念
し
て
息
子
の
社
本
宮
明
さ
ん
が
改
造
し
、
獅
子
諸
式

一
切
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

先
代
の
獅
子
屋
形

は
大
口
町
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
贈

し
、
収
蔵
庫
内
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち　

　
主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

　
練
習
場
所
お
よ
び
時
間　

成
り
立
ち　

　
主
な
年
間
行
事　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間

　
主
な
年
間
行
事

　

思
い
出
の
参
加
行
事

会
員
数　

代
表
者

練
習
場
所
お
よ
び
時
間
　

成
り
立
ち

主
な
年
間
行
事
　

思
い
出
の
参
加
行
事

大
口
町
の
伝
統
芸
能

大
口
町
の
伝
統
芸
能

次
世
代
に
受
け
継
ぐ
②

保存会では、男女問わず、
大人から子どもまで
伝統芸能に関心の
ある方を募集しています
問合せ先
大口町歴史民俗資料館
蘂 94-0055

　

前
号
に
引
き
続
き
、
大
口
町
の
伝
統
芸

能
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
。
一
方
で
伝

統
芸
能
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
「
担
い
手
」
の
確
保
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ま
ず
は
、
存
在
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
の
良
さ
を
間
近
で
見
て
共
感
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
毎
年
秋
に
、
大
口
北
小
学

校
と
大
口
町
伝
統
芸
能
保
存
会
の
共
催

で
、
３
年
生
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
大
口

お
祭
り
た
い
け
ん
広
場
」
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
は
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
例
年
の
３
団
体
（
上
小
口
伝
統
工
芸
保

存
会
・
中
小
口
伝
統
芸
能
保
存
会
・
河
北

木
遣
保
存
会
）
が
、
個
別
で
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て
、
体
験
や
見
学
の
場
を
設
け
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

　

11
月
５
日
（
金
）、
北
小
学
校
体
育
館
で
、
河

北
木
遣
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
木
遣
り
を
披
露
し
、
実
際
に
道
具
を

触
っ
て
み
た
り
音
を
出
し
て
み
た
り
し
て
、
こ
の

地
域
に
伝
わ
る
珍
し
く
貴
重
な
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ…

　

皆
さ
ん
が
住

む
愛
知
県
に
は
立
派
な
城
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。『
木
遣
り
』
は
、
江
戸
時
代
、
こ
の
地
に
住

む
お
殿
様
が
お
城
や
お
寺
を
建
て
る
た
め
、
木
曽

の
山
奥
か
ら
大
き
く
て
重
い
『
心
柱
』
を
運
ん
で

く
る
と
き
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に

唄
っ
た
「
木
引
き
」
が
語
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
河
北
木
遣
保
存
会
代
表
の
宮
田
さ
ん
。「
采
と

呼
ば
れ
る
棒
を
振
り
、
御
神
木
を
か
つ
ぐ
人
た
ち

の
音
頭
取
り
を
し
ま
す
。
前
進
し
た
り
腰
を
落
と

し
た
り
、
結
構
難
し
い
ん
だ
よ
」
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
で
す
。
拍
子
木
を
打
つ
音
の
大
き
さ
に

も
び
っ
く
り
。
桜
の
木
で
で
き
て
い
て
、
体
育
館

の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る
澄
ん
だ
音
が
し
ま
す
。
実

際
に
た
た
い
て
み
た
子
ど
も
か
ら
は
「
け
っ
こ
う

重
い
！
」
と
い
う
感
想
が
。

　

北
小
学
校
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
行

事
に
つ
い
て
、
３
年
生
担
当
の
戸
嶋
俊
教
諭
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
広
場
で
初
め
て
拍
子
木

や
獅
子
屋
形
を
目
に
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化

を
実
際
に
目
に
し
、
音
や
形
の
美
し
さ
に
興
味
を

持
つ
と
同
時
に
『
伝
統
文
化
を
引
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
』
を
肌
で
感
じ
て
理
解
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
感
想
文
の
中
に
、『
お

ま
つ
り
に
参
加
し
て
み
た
い
、
お
ま
つ
り
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
』と
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
意
義
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住

ん
で
い
る
子
が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

ど
ん
な
文
化
や
名
物
が
あ
る
の
か
を
深
く
知
っ

て
、
ま
す
ま
す
大
口
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
末
永
く
思
い

出
と
し
て
残
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
生
え

て
根
付
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
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た
ち
に
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る
さ
と
を
愛
す
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心
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宮
田
さ
ん
も
、「
行
事
の
後
に
も
ら
う
感
想
文

が
う
れ
し
い
で
す
。
拍
子
木
を
打
っ
た
り
御
神
木

を
か
つ
い
だ
り
し
て
、
そ
の
重
さ
に
び
っ
く
り
し

た
と
い
う
感
想
が
一
番
多
い
で
す
。
や
は
り
実
際

に
目
で
見
て
体
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

と
な
っ
て
記
憶
で
つ
な
い
で
い
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語

り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
や
、

ふ
る
さ
と
に
伝
わ
る
文
化
を
愛
す
る
気
持
ち
が
芽

生
え
て
根
付
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ざ
い

し
ん
ば
し
ら

ひ
ょ
う
し
ぎ

し
し
や
か
た

き
や
り

み
こ
し
ば
ら

に
い
な
め
さ
い

や
ぎ
と
う
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